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2003年 2月24日会議の質疑応答記録
インキュベーション研究の成果発表
日時： 2003年 2月24日16:00-17:30
場所：文部省総合地球環境学研究所 3F大セミナ一室
京都市上京区丸太町通河原町西入高島町 335
電話075・229・6111（代表）
演題：「北東アジアの人間活動が北太平洋の生物生産に与える影響評価Jの立案
発表者：原 登志彦（地球研客員教授／北大・低温研）
＜質疑応答＞
アムール川から供給される鉄がオホーツク海に入った後、どのような経路で輸送される
か、もう一度教えて欲しい。
アムール川の水は淡水なのでオホーツク海に流入後、表面に広がる。そして冬期に特に
顕著であるが、反時計四りの東サハリン海流に運ばれて北海道に至る。その後、ブッソル
海峡を通じて、太平洋へと流出する。もう一つは、アムール川の河口域で冬期の海氷形成
に伴って作られる高密度のブライン水が大陸棚の海底に沈降したのち、密度流として外洋
に流出していくルートである。この大陸棚の海底では、潮汐混合によって堆積物の巻き上
がりが起こり、鉄と有機物に富んだ高密度水塊が形成され、それが中層水として外洋に輸
送されていると考えられる。中層水の面白い所は、中層では光がないので鉄が生物に使用
されることがなく、遠方まで鉄に富んだ水塊のまま運ばれる可能性がある点である。最近
では、ハワイ沖のアロハ・ステーションなどで観測される高濃度の溶存有機物がアムール
川起源であるとする論文まで出てきた（中塚）。
海に出る時に鉄はどういう状態、状況にあるのか？
まず、事実として、溶存鉄濃度は、非常に高いであろう。恐らく深層水の 1000倍のオー
ダーか。何故、それだけ高濃度なのかと言えば、「鉄の起源が陸面にあること」と、「一旦
溶解した鉄が沈殿しにくいメカニズム、即ち腐植物質との錯体が形成されること」が、考
えられる。しかし、多くの部分は、元々分子量の大きなコロイドであるため、河口域で海
水に触れると電気的に中和され、凝集して沈殿する。外洋へ出て行けるのは、 10%程度の
分子量の小さな「真の溶解成分」のみ。しかし 10%といっても、やはり非常に高濃度なの
で、生物生産に大きな影響を与えるはずだ。一旦沈殿した水酸化鉄は、大陸棚の海底で再
溶解するかもしれないので、オホーツク海の場合、中層を介して、もう一度外洋へ輸送さ
れている可能性もある（中塚）。
この話は、今、鉄が減っているということなのか？どうして鉄に着目するのか？アムー
ル川流域の土地改変の結果、鉄が減って海洋の一次生産が減っているという証拠があるの
か（中西）？
アムール川流域では湿地が大変広大である。湿地はフルボ酸・フミン酸を供給すること
で鉄の供給に寄与している。このため、本プロジェクトでは湿地面積の変化をまず始めに
調べたいと思っている（原）。
鉄がフルボ酸などとくっついて出てくるというが、最近の研究（環境研：今井さん）に
よると、フルボ酸やフミン酸などはあまり関係なく、もっと違った DOCをくっついている
という結果が出ている。そうすると、フミン酸、フルボ酸ばかりに注目すると結論として
何が出てくるのか？また、利用可能な鉄というのは分析が難しいし、また化学的な話だけ
ではなく、植物フランクトンなどはシドロフォアーをもっていて、それで取り込みやすさ
を決定するというバイオロジカルなプロセスがある。鉄という視点は面白いが、フルボ酸
ばかりに着目するのではなく、もう少し広くみないと怖いのではないか？（中西）
なぜ鉄かという質問にまず答える。海洋には深層水の大循環があり、北太平洋は深層水
の最終的にわき上がってくる地域である。このため、栄養塩は大変豊富である。しかし、
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